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西暦 2020年５月１４日作成  第１版  

研究課題名 内視鏡的乳頭切除の後ろ向き多施設観察研究 

研究の対象 
横浜市立大学附属病院で 2009年 4月 1日から 2019年 4月 1日までに、 

年齢 20歳以上の内視鏡的乳頭切除を受けた患者さんです。 

研究目的 

・方法 

内視鏡的乳頭腫瘍切除術（Endoscopic papillectomy; EP）について、慶応大学が主

体となって全国のハイボリュームセンターにアンケート調査を行います。症例を集

め、治療の有効性・治療方法を検討します。本研究により EP に関する診療ガイドラ

インを作成できます。 

研究期間 西暦 2020年 6月 30日 ～ 西暦 2024年 3月 31日 

研究に用いる 

試料・情報の 

種類 

EPを受けた患者さんのカルテ上のデータ、内視鏡・超音波・CT・MRIなどの画像所見、

内視鏡で取得した腫瘍の病理所見と、診療の成績・偶発症、さらに治療後の長期成績

についてのデータを収集します。これらをケースカードに入力し，データを収集しま

す． 

外部への 

試料・情報の 

提供 

研究実施に係る情報は，誰のものか一見して判別できないよう，氏名・住所等をまっ

たく別の管理番号（研究用 ID）に置き換えたうえで管理します．対応表は，研究責

任者が厳重に保管いたします.また，研究責任者等が本研究で得られた情報を公表す

る際は，研究対象者を特定できる情報を含まないように致します．データについて学

会・学術誌で公表いたしますが，個々人の情報別に示されることはありません． 

外部からの 

試料・情報の 

取得と保管 

当院は外部からの提供はないので該当しません。 

研究組織 
慶応大学が責任研究機関となる、当院を含めた全国 25施設で行います。 

横浜市立大学附属病院内視鏡センターが、当院での研究責任施設となります。 

本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画

書及び関連資料を閲覧することが出来ますので下記連絡先まで電話または FAXでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申出ください。その

場合でも患者さんに不利益が生じることはございません。 
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問合せ先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒236-0004 横浜市金沢区福浦 3-9 

横浜市立大学附属病院 内視鏡センター（研究責任者）窪田 賢輔 

電話番号：045－787－2800（代表） FAX：045－784－3546 

研究全体の責任者 慶応義塾大学医学部 内科（消化器）岩崎 栄典 

 


